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会議所の動き Topics

３
年
の
任
期
満
了
に
伴
う
今
回
の
議
員
改
選

に
よ
り
選
任
さ
れ
た
第
23
期
商
工
会
議
所
議
員

に
よ
る
、第
１
回
臨
時
議
員
総
会
を
11
月
12
日

ホ
テ
ル
い
ん
の
し
ま
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。総
会
で
は
、村
上
祐
司
会
頭
が
満
場
一
致

で
再
任
さ
れ
、続
い
て
副
会
頭
及
び
専
務
理
事

の
選
任
が
行
わ
れ
、新
川
征
彦
副
会
頭
と
宮
地

秀
樹
副
会
頭
、広
田
耕
三
専
務
理
事
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、常
議
員
及
び
監
事
の
選

任
、顧
問
・
参
与
・
相
談
役
の
委
嘱
等
の
議
案
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。今
回
決
定
し

た
新
し
い
陣
容
で
、平
成
28
年
10
月
31
日
ま
で

の
３
年
間
因
島
商
工
会
議
所
の
運
営
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

総
会
終
了
後
は
、島
内
外
か
ら
関
係
機
関
、各

種
団
体
の
長
、当
所
議
員
・
参
与
な
ど
83
名
の
参

加
の
も
と
、創
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
村
上
会
頭
の
挨
拶
の
後
、来
賓
と
し

て
平
谷
尾
道
市
長
、藤
本
尾
道
市
議
会
議
長
、松

浦
県
議
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て「
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン

ド
」に
よ
る
演
奏
の
余
韻
さ
め
や
ら
ぬ
中
、宮
地

副
会
頭
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
祝
宴
に
入
り
ま

し
た
。歓
談
の
途
中
に
は
抽
選
会
、因
島
村
上
水

軍
陣
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
跳
楽
舞
が
披
露
さ

れ
、最
後
に
新
川
副
会
頭
の
締
め
の
言
葉
で
祝

賀
会
は
盛
会
裏
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
並
び
に
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。平
素
よ

り
、当
所
の
事
業
、運
営
に
対
し
格
別
の
ご
支
援
、ご
協

力
を
賜
り
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
11
月
12
日
の
当
所
第
23
期
第
１
回
議
員
総
会
に

お
き
ま
し
て
、重
責
の
あ
る
会
頭
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

歴
代
会
頭
は
じ
め
諸
先
輩
方
々
の
多
大
な
る
ご
功
績
を

汚
す
こ
と
な
く
、４
期
目
を
迎
え
、微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、我
国
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
円
安
が
一
気

に
進
行
し
少
し
は
上
向
い
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、中
小
企
業

に
お
け
る
情
勢
は
依
然
と
厳
し
さ
が
根
強
く
懸
念
さ
れ
て

お
り
、今
後
も
緻
密
な
対
策
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
因
島
地
区
は
、来
年
開
催
の
瀬
戸
内
し
ま
の
わ
２
０

１
４
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
あ
り
、ま
た
中
国
自
動

車
道
尾
道
松
江
線
全
通
と
な
り
、し
ま
な
み
海
道
と
連

携
し
て
お
り
、当
地
区
へ
の
来
島
者
数
が
増
加
す
る
と

期
待
さ
れ
ま
す
。造
船
２
０
１
４
年
問
題
は
以
前
の
様
な

厳
し
い
状
況
は
脱
し
て
、幾
分
明
る
さ
が
あ
り
、今
は
大

き
な
転
換
期
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
２
０
２
０
年
に
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、う
ま
く
噛
み
合

え
ば
元
気
な
町
づ
く
り
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、当
所
と
し
て
は「
造
船
技
術
を
活
用
し

た
新
し
い
産
業
づ
く
り
」、「
中
小
企
業
支
援（
金
融
・
人
材

等
）」、「
産
業
の
活
性
化
」を
目
標
の
柱
と
し
て
一
丸
と
な
り
、

積
極
的
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、因
島
水
軍

ま
つ
り
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、Ｂ
級
グ
ル
メ
等
国

内
外
を
通
じ
多
く
の
人
を
迎
え
れ
る
様
な
体
制
づ
く
り
を
し

て
い
き
、「
元
気
で
魅
力
あ
る
因
島
」を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
三
役
紹
介
】

因
島
商
工
会
議
所

会
頭　

村
上　

祐
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
元
年
11
月　

議
員
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
４
年
９
月
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16
年
10
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副
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平
成
16
年
11
月
〜
25
年
10
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会
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平
成
25
年
11
月
会
頭
再
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
の
島
ガ
ス
㈱　

代
表
取
締
役

副
会
頭　

新
川　

征
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
４
年
９
月
〜　

監
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
３
月
〜
25
年
10
月　

副
会
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
11
月　

副
会
頭
再
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
川
征
彦
税
理
士
事
務
所　

所
長

副
会
頭　

宮
地　

秀
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
16
年
11
月　

議
員
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
１
月
〜
25
年
10
月　

副
会
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
11
月　

副
会
頭
再
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因
島
鉄
工(

株)　
代
表
取
締
役

専
務
理
事　

広
田　

耕
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
51
年
６
月　

会
議
所
入
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月　

事
務
局
長
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
４
月
〜
平
成
25
年
10
月　

専
務
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
11
月　

専
務
理
事
再
任

【
新
議
員
紹
介
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
：
議
席
順
）

氏　
　

名 

企　
　

業　
　

名

星
野　

光
男 

(

有)

ホ
シ
ノ

弓
場　
　

丞 

土
生
商
船(

株)

神
野　

孝
光 

日
立
造
船
因
島
生
活(

協)

幡
地　

正
義 

(

株)

ハ
リ
ソ
ン
産
業
因
島

香
川　

一
紀 
三
光
汽
船(

株)

第
23
期
第
１
回
臨
時
議
員
総
会

　
　

創
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会　

開
催

会
頭
再
任
の
挨
拶

　
　

因
島
商
工
会
議
所

　
　
　

会
頭　

村
上
祐
司



（議席順）

第23期役員・議員・参与名簿

2

会議所の動きTopics

役職名 氏　　　名 企　業　名
会　頭 村上　祐司 因の島ガス㈱
副会頭 新川　征彦 新川征彦税理士事務所
　〃 宮地　秀樹 因島鉄工㈱
常議員 田坂　光宏 内海造船㈱
　〃 新開　猛富 ㈱アイメックス
　〃 山岡　真吾 ㈱広島銀行因島支店
　〃 寺西　　勇 ㈱三和ドック
　〃 片島伸一郎 因島鉄工業団地（協）
　〃 小川　秀人 ㈱小川工業所
　〃 松浦　真博 ㈲ＩＴＭツーリストサービス
　〃 金山　哲也 因島精機㈱
　〃 村上　龍雄 ㈱加納屋建設
　〃 河井　　實 ㈲ラブワン
　〃 福井　健洋 ㈲因島自動車工業
　〃 村上　秀夫 中央電器
　〃 村上　　威 村上溶材㈱
　〃 金山　幸平 ㈱松愛堂
　〃 岡村　俊典 中国新聞因島南販売所
　〃 村井　敏宏 因の島運輸㈱
　〃 村井　弘明 因島汽船㈱
　〃 四辻　　修 日昇無線㈱
　〃 村上　公俊 ㈲ナイスウエア
　〃 松浦晴一朗 松浦電機
　〃 巻幡　伸一 マキハタ機工
監　事 市河　　剛 ㈱市河設計
　〃 兼田　敏郎 ㈲ラ・ココット
議　員 西潟外志勝 ジャパンマリンユナイテッド㈱因島工場
　〃 古川　靖司 ㈱もみじ銀行因島支店
　〃 庄谷　昌裕 ㈲光和工業所
　〃 圓光　秀己 圓光産業㈱
　〃 堀内　健二 ㈱因島観光開発
　〃 柏原　隼人 ㈲日宝産業
　〃 佐々木茂樹 内海エンジニアリング㈱
　〃 土井川武美 クラブ西安

役職名 氏　　　名 企　業　名
議　員 河上　光男 ㈲河上電業
　〃 楢原　勝文 ㈲おおはら
　〃 山本　光男 ㈲大山商店
　〃 稲角　成之 ㈱ナティーク城山
　〃 森田　　寛 森田自転車商会
　〃 村井　圭一 村井石油㈱
　〃 岡野　　功 協業組合因島貨物センター
　〃 星野　光男 ㈲ホシノ
　〃 高橋　圭司 高松建設㈲
　〃 西岡　健二 ㈲メイセイ
　〃 相方　秀文 相方印刷㈱
　〃 谷口　晃和 ㈲平山峯一商店
　〃 松村　和弘 松村金属㈲
　〃 村上　弘文 ㈱サンロード
　〃 弓場　　丞 土生商船㈱
　〃 神野　孝光 日立造船因島生活（協）
　〃 二神　勇治 ㈲二神愛国堂
　〃 秦　　亮司 Hitz総合サービス㈱広島支店
　〃 金山　政輝 ㈲マサキ工業
　〃 幡地　正義 ㈱ハリソン産業因島
　〃 小松與治郎 因島カイモト㈱
　〃 吉田　博文 福富工業㈱
　〃 毛利　正行 ㈲因島モータース
　〃 小林　哲史 ㈲瀬戸内検査工業
　〃 窪田　秀和 瀬戸内電気工業㈱
　〃 森　　幸二 三幸工業㈱
　〃 野田山　強 ㈲平成塗装
　〃 岡本　哲博 ㈱岡本製作所
　〃 香川　一紀 三光汽船㈱
　〃 高原　栄記 モリワキ工業
　〃 岡野　敬一 ㈱丸扇技行
参　与 小田原勝志 広島県信用組合因島支店
　〃 山本　新一 イワキテック㈱
　〃 松浦新吾郎 万田発酵㈱



（議席順）
常　任　委　員　会

（順不同）

（順不同）顧　　　問

相　談　役

会議所年末年始休み
　　12 月 28 日から 1月 5日まで

会議所の動き Topics

第２３期第１回常議員会開催
　11月20日（水）当所3階ホールにて第23期第1回常議員会が開催されま
した。最初に「暴力団排除運動の現状」と題して、因島警察署生活安全刑
事課長の浦上秀博氏より全国並びに広島県の暴力団の情勢や改正暴力
団対策法の概要と不当要求の手口と対応要領について具体的な説明を
受けたのち、質疑意見交換を行ないました。
1.協議事項
　１）新年互礼会について
1月9日（木）18時からポートピアはぶにて例年通り開催、アトラクションと
しては獅子舞を予定
　２）会議所駐車場の一部土地購入について
現在、駐車場の一部市有地を借用しているが、会議所移転に伴い、購入し
てはどうか提案、購入価格・必要性等を継続協議することとなった。
　３）会議所ビル移転について
工事の進捗状況にもよるが、事務所を年内に移転する方向で準備中、テ
ナントについては年明けの方向で調整中である旨説明

委員会名 委員長 副委員長 委員
商 業 委 員 会 村上　公俊 神野　孝光 土井川武美　　村上　秀夫　　楢原　勝文　　山本　光男
 兼田　敏郎　　村井　圭一　　松浦晴一朗　　高原　栄記
工 業 委 員 会 佐々木茂樹 金山　哲也 西潟外志勝　　新開　猛富　　寺西　　勇　　小川　秀人
 市河　　剛　　村上　　威　　西岡　健二　　松村　和弘
 村上　弘文　　四辻　　修　　幡地　正義　　小林　哲史
 野田山　強　　岡本　哲博　　
観光運輸委員会 松浦　真博 堀内　健二 佐々木茂樹　　稲角　成之　　森田　　寛　　岡野　　功
 星野　光男　　高橋　圭司　　村井　敏宏　　秦　　亮司
 毛利　正行
経 済 委 員 会 河井　實 岡村　俊典 山岡　真吾　　古川　靖司　　福井　健洋　　金山　幸平
 弓場　　丞　　二神　勇治　　岡野　敬一
地域開発委員会 村上　龍雄 河上　光男 庄谷　昌裕　　柏原　隼人　　金山　政輝　　吉田　博文
 窪田　秀和　　香川　一紀
総 務 委 員 会 巻幡　伸一 田坂　光宏 片島伸一郎　　圓光　秀己　　相方　秀文　　谷口　晃和
 村井　弘明　　小松與治郎　　森　　幸二

元会頭　宮地四郎 因島警察署長

尾道市長 尾道労働基準監督署長

尾道市議会議長 尾道海上保安部長

因島選出県議会議員 中国運輸局因島海事事務所長

岡野　英司 藤井　康幸
田頭　三弘 兼本　勝一 

※佐々木茂樹氏は工業委員会と観光運輸委員会兼務



インフォメーションInformation

〜
尾
道
市
中
小
企
業
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
お
知
ら
せ
で
す
〜

○
中
堅
従
業
員（
社
員
）向
け
の
研
修
へ

　
　

参
加
し
ま
せ
ん
か
？（
受
講
者
募
集
の
ご
案
内
）

　

平
成
26
年
１
月
14
日
火
曜
日（
尾
道
会
場
）・
15
日
水

曜
日（
因
島
会
場
）に
お
き
ま
し
て
、尾
道
市
内
企
業
の

中
堅
従
業
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
開
催
し
ま
す
。研

修
の
テ
ー
マ
は
、「
自
律
型
」中
堅
従
業
員
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、中
堅
ど
こ
ろ
の
従
業
員
に
必
要
な
心
構
え
・
職
場

で
の
役
割
を
学
び
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
職

務
に
必
要
な
能
力
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
含
め
た

参
加
型
研
修
を
通
じ
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

中
堅
従
業
員
の
能
力
向
上
を
お
考
え
の
企
業
の
方
を

は
じ
め
、社
内
で
従
業
員
研
修
が
な
か
な
か
実
施
で
き

な
い
企
業
の
方
な
ど
、よ
い
機
会
で
す
の
で
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。昨
年
度
か
ら
の
取

組
で
、前
回
受
講
者
か
ら
は
、大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

参
加
に
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。申
込
方

法
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
会
議
所
報
に
同
封

し
て
い
ま
す
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

尾
道
市
中
小
企
業
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
運
営
委
員
会

（
尾
道
市
、尾
道
商
工
会
議
所
、因
島
商
工
会
議
所
、尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
）

事
務
局　

尾
道
市
商
工
課（
☎
０
８
４
８‐

２
５‐

７
１
８
２
）

商
品
券
事
業
の
事
業
紹
介
と
加
盟
の
お
願
い

　

因
島
地
域
商
業
活
性
化
事
業
と
し
て
、商
工
会
議
所
と
小
規
模
店
舗
が

一
体
と
な
っ
て
、地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
、お
歳
暮
や
冠
婚
葬
祭
、景

品
等
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、贈
っ
て
喜
ば
れ
、貰
っ
て
嬉
し
い
、く

じ
付
き
の
商
品
券
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

　

商
品
券
を
五
千
円
分
購
入
ご
と
に
抽
選
券
を
購
入
者
と
そ
の
商
品
券
を

贈
ら
れ
た
方
へ
そ
れ
ぞ
れ
、進
呈
し
ま
す
。抽
選
に
つ
き
ま
し
て
は
半
年
ご

と
に
抽
選
し
、予
算
に
応
じ
て
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
き
ま
す
。是

非
、御
利
用
下
さ
い
。

■
商
品
券
の
概
要

　

初
回
発
行
総
額　

３
千
万
円

　

発  

行  

日　

12
月
14
日

　

使
用
期
限　

購
入
日
か
ら
６
ヵ
月
以
内
・
購
入
金
額
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
商
品
券
事
業
加
盟
店（
取
扱
店
）の
お
知
ら
せ

　

当
商
品
券
事
業
の
加
盟
店
に
つ
き
ま
し
て
は
、当
所
の
会
員
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、加
盟
店
の
商
品
券
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、次
の
通
り
で
す
。

商
品
券
で
お
買
い
物
を
さ
れ
る
方
へ
の
注
意
事
項

　

①
本
券
は
加
盟
店
の
み
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

②
つ
り
銭
は
で
ま
せ
ん
。

　

③
一
度
ご
購
入
い
た
だ
い
た
券
の
返
品
及
び
現
金
と
の
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

④
本
券
は
次
に
該
当
す
る
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

a
換
金
性
の
高
い
も
の（
ビ
ー
ル
券
や
切
手
、プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
等
）

　
　

b
参
加
店
を
介
し
て
の
通
信
販
売
等
の
支
払
い

　
　

c
公
共
料
金

　
　

d
そ
の
他
、加
盟
店
に
よ
り
ご
利
用
で
き
な
い
商
品
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利
用

　
　
　

の
際
に
は
各
加
盟
店
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

⑤
そ
の
他
は
、商
品
券
に
同
封
の
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

換
金
期
間

　

使
用
期
限
後
１
ヶ
月
を
目
途
と
し
て
、毎
年
３
月
31
日
ま
で
に
は
、ご
換
金
下
さ
い
。換

金
に
は
、手
数
料
１
％（
１
枚
10
円
）を
差
し
引
い
て
換
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
地
元
資
本
以
外
の
大
型
店
は
、換
金
手
数
料
３
％（
１
枚
30
円
）で
の
換
金
と
な
り
ま
す
。）

換
金
時
事
務
手
続
き　

商
品
券
の
裏
に
取
扱
い
店
名
を
必
ず
記
載
し
て
下
さ
い
。

換
金
場
所　

因
島
商
工
会
議
所

お
客
様
が
ご
来
店
、ご
利
用
の
際
に
は
、上
記
の
取
り
扱
い
を
ご
了
承
の
う
え
、取
扱
い
を
し

て
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】因
島
商
工
会
議
所　

☎
０
８
４
５
２‐

２
２‐

２
２
１
１（
担
当
：
窪
田
）

く
じ
付
き
因
島
水
軍
ふ
る
さ
と
商
品
券
発
行
事
業

見　本



　

今
期
は
、新
規
受
注
が
２
隻
あ
っ
た
。修
繕
に
つ

い
て
は
前
年
同
期
よ
り
も
微
増
で
、来
期
か
ら
は

工
場
も
繁
忙
期
と
な
る
見
込
み
。前
期
か
ら
状
況

は
変
化
し
て
お
ら
ず
、来
期
は
、若
干
景
況
が
回
復

す
る
見
込
み
が
あ
る
が
、厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

対
前
年
同
月
比
は
横
ば
い
で
景
況
感
に
変
化
が

な
い
。先
行
き
の
景
況
も
、横
ば
い
に
な
る
見
込
み

で
大
き
な
変
化
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

前
期
か
ら
、一
転
し
て
、前
年
同
期
比
で
売
上
が

減
少
し
、景
況
も
減
少
し
た
。先
行
き
は
景
況
Ｄ
Ｉ

を
前
期
比
較
し
て
も
０
で
あ
っ
た
。

　

新
規
受
注
や
官
公
庁
の
受
注
が
上
昇
し
た
が
、

民
間
の
受
注
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。景
況
Ｄ
Ｉ

は
前
年
同
期
比
で
20
回
復
し
た
。先
行
に
は
変
化

が
な
い
が
、景
況
は
上
向
き
つ
つ
あ
る
。

　

対
前
年
同
期
比
は
横
ば
い
状
況
で
、来
期
も
横

ば
い
で
推
移
の
見
込
み
。

　

前
年
同
期
と
比
べ
る
と
客
単
価
は
横
ば
い
状
況

で
、８
月
の
売
上
、客
足
は
順
調
で
あ
っ
た
が
、因

島
モ
ー
ル
の
開
店
で
９
月
は
売
上
と
も
に
減
少
し

た
が
、以
前
よ
り
対
策
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
。10
月
26
日
に
は
、協
同

組
合
祭
り
を
開
催
し
、低
学
年
を
対
象
に
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
を
催
す
。11
月
20
日
〜
30
日
ま
で
、お
歳

暮
、ギ
フ
ト
早
期
割
引
販
売
を
実
施
し
て
、盛
り
上

げ
る
。移
動
販
売
は
順
調
で
あ
る
。

　

前
年
同
期
比
で
は
売
上
が
減
少
し
、景
況
も
悪

化
。来
期
も
悪
化
傾
向
で
あ
る
。

　

前
年
同
期
比
で
は
仕
入
価
格
が
上
昇
し
、販
売

価
格
が
下
降
、採
算
が
悪
化
し
、景
況
も
悪
化
。来

期
も
悪
化
傾
向
で
あ
る
。

　

前
回
の
改
善
の
兆
し
の
期
待
と
は
反
対
に
全
Ｄ

Ｉ
が
悪
化
し
、景
況
Ｄ
Ｉ
は
▲
１
０
０
と
な
っ
た
。

当
面
、景
況
Ｄ
Ｉ
は
大
き
く
変
動
し
て
い
く
と
思

わ
れ
る
。

　

販
売
量
は
前
年
対
比
で
は
減
少
し
て
お
り
、人
口

の
減
少
、高
齢
化
で
景
況
が
良
く
な
る
感
じ
は
な

く
、相
変
わ
ら
ず
の
状
況
で
あ
る
。造
船
業
界
の
低

迷
も
大
き
く
響
い
て
お
り
、先
行
き
も
横
ば
い
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
11
月
末
に
は
、ガ
ス
展
を
開
催
予

定
で
あ
り
、盛
り
上
げ
て
い
く
。（
ガ
ス
関
連
）

　

前
年
同
月
比
の
景
況
Ｄ
Ｉ
は
売
上
、仕
入
、採
算

と
も
に
少
し
上
昇
し
た
。そ
れ
に
と
も
な
い
、景
況

Ｄ
Ｉ
も
17
改
善
、先
行
き
は
横
ば
い
で
推
移
す
る

見
込
み
。（
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業
）

　

前
回
の
景
況
Ｄ
Ｉ
▲
１
０
０
、前
年
同
月
と
の

比
較
で
は
、売
り
上
げ
が
多
少
上
昇
し
た
が
、燃
料

等
の
価
格
上
昇
の
影
響
が
あ
り
、苦
戦
し
て
い
る
。

景
況
Ｄ
Ｉ
は
50
改
善
さ
れ
た
。

　

前
期
と
比
較
し
て
、対
前
年
同
月
比
の
売
上
Ｄ

Ｉ
は
上
昇
し
た
が
、仕
入
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、

苦
戦
し
て
い
る
。景
況
Ｄ
Ｉ
は
42
の
改
善
。先
行
き

比
較
で
は
下
降
傾
向
。

　

対
前
年
同
月
比
で
は
、売
上
Ｄ
Ｉ
が
前
期
よ
り

上
昇
、景
況
Ｄ
Ｉ
は
、先
行
き
景
況
Ｄ
Ｉ
と
も
に
横

ば
い
傾
向
で
あ
る
。

◆
因
島
モ
ー
ル
順
次
開
店
◆

　

９
月
５
日
、因
島
田
熊
町
の
内
海
造
船
跡
地
に

複
合
商
業
施
設「
因
島
モ
ー
ル
」が
一
部
開
業
し

た
。物
販
や
飲
食
な
ど
14
店
が
出
店
を
計
画
。因
島

の
新
た
な
に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し
て
の
期
待
が
高
ま

る
。一
方
、地
元
商
店
主
た
ち
は
売
上
へ
の
影
響
を

懸
念
し
て
い
る
。食
品
ス
ー
パ
ー
の
ハ
ロ
ー
ズ
と

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
ユ
ー
ホ
ー
を
核
に
、ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
ー
や
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
、喫
茶
店
、金

融
機
関
な
ど
が
出
店
す
る
。５
日
に
ハ
ロ
ー
ズ
が

開
店
し
、10
月
に
か
け
て
順
次
オ
ー
プ
ン
す
る
。敷

地
面
積
は
約
３
万
９
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、４
７

８
台
分
の
駐
車
場
を
備
え
る
。完
成
す
れ
ば
市
内

で
最
大
の
商
業
施
設
と
な
る
。ユ
ー
ホ
ー
は「
愛
媛

県
側
の
島
し
ょ
部
か
ら
も
集
客
で
き
る
規
模
に
し

た
」と
商
圏
拡
大
に
期
待
す
る
。

大
型
店

で
、来
期
も
横

は
横
ば
い
状
況

あ
っ
た
が
、因

る
と

定
で前

と
も

Ｄ
Ｉ

見
込

生　

協

一
般
小
売
業

ス
ー
パ
ー

飲
食
業

ホ
テ
ル

運
輸
関
係

卸
売
関
係

ガ
ス
及
び
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

　

前
四
半
期
比
較
で
は
景
況
Ｄ
Ｉ
が
９
減
少
し
た
。因
島
モ
ー
ル
の
開
店
、

造
船
業
界
の
不
況
と
人
口
減
少
と
様
々
な
要
因
が
あ
る
も
の
の
、反
面
、ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
改
善
方
向
に
向
い
て
い
る
業
種
も
あ
る
。今
期
は
51
件

か
ら
回
答
が
あ
り
、回
答
の
構
成
は
製
造
業
が
38
％
、建
設
業
が
10
％
、卸
売

業
が
14
％
、小
売
業
が
14
％
、サ
ー
ビ
ス
業
が
24
％
で
あ
っ
た
。景
況
Ｄ
Ｉ
で

は
全
国
、県
内
、県
東
部
地
域
の
景
況
Ｄ
Ｉ
は
増
加
傾
向
で
、来
期
も
上
昇
傾

向
と
思
わ
れ
る
。

因
島
業
界
動
向　

平
成
25
年
7
月
〜
9
月
調
査
結
果

前
四
半
期
比
較
で
は
景
況
Ｄ
Ｉ
が
９
減
少
。

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

全国ＤＩ

広島県内DI

県東部地区DI

因島地域DI

H24 H25

12 3 6 96 9

ＤＩ(景気動向指数：Diffusion index)とは・・・そ
れぞれの調査項目にたいしてプラス傾向（増加・
改善）の回答割合からマイナス傾向（減少・悪化）
の回答割合を差し引いたもの。このＤＩは基本
的には変化の方向を表す。

船
舶
造
修

食
料
品
製
造
業

建
設
業

機
械
金
属

業況DIの推移

に
な
る
見
込
み

る
。

期
比
で
売
上
が

き
は
景
況
Ｄ
Ｉ

島たて
徐

組サ暮
、

干
景
況
が
回
復

況
で
あ
る
。

況
感
に
変
化
が

ば
前

で 生

に
な
る
見
込
み

島

い
で
推
移
す
る

前
年
同
月
と
の

し
た
が
、燃
料

たの
新

る懸ホグ

戦
し
て
い
る
。

月
比
の
売
上
Ｄ

昇
し
て
お
り
、

融開
店

地８で県
側



　

大
正
12
年
に
因
島
三
庄
町
で
木
造
船
事
業
か
ら
創
め
た
石
田
造
船

は
、今
年
創
業
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。造
船
業
界
の
再
編
が
進
み
、

全
国
で
５
０
０
ト
ン
未
満
の
新
造
船
を
建
造
で
き
る
造
船
所
は
約
50

社
に
激
減
し
ま
し
た
。度
重
な
る
逆
境
の
中
、他
で
は
つ
く
ら
な
い

船
、遊
覧
船
な
ど
特
殊
旅
客
船
に
特
化
し
た
造
船
所
を
目
指
し
て
い

ま
す
。平
成
12
年
に
43
歳
で
三
代
目
社
長
に
就
任
後
、さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ア
を
盛
り
込
ん
だ
新
機
軸
船
を
も
っ
て
官
・
民
の
ユ
ー
ザ
ー
に

積
極
的
な
受
注
活
動
を
展
開
し
、独
創
的
な
造
船
所
と
し
て
多
く
の
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、そ
の
斬
新
さ
が
紹
介
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

機
械
化
が
進
む
造
船
業
界
で
、機
械
で
は
で
き
な
い
微
妙
な
職
人

技
で
手
作
業
に
こ
だ
わ
り
、提
案
型
造
船
所
と
し
て
昭
和
62
年
か
ら

夢
に
描
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
船
を
次
々
と
建
造
し
て
き
ま
し
た
。新
造

船
の
基
本
設
計
は
全
て
自
ら
手
掛
け
、当
社
が
特
許
を
取
得
し
開
発

を
進
め
た
国
内
初
と
な
る
三
胴
型
フ
ェ
リ
ー
は
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
先

住
民
族
が
乗
っ
て
い
る
両
サ
イ
ド
に
竹
の
付
い
た
船
が
ヒ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。船
体
を
３
つ
に
分
け
る
こ
と
に
よ
り
水
の
抵
抗
を

減
ら
す
こ
と
で
燃
料
消
費
量
を
約
20
％
軽
減

で
き
、揺
れ
も
同
じ
く
ら
い
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。次
に
開
発
し
た
世
界
初
の
四
胴
型
の
船

は
、沖
縄
県
那
覇
港
で
水
中
展
望
船
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。修
繕
船
受
注
に
も
力
を
注

ぎ
、海
上
自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
を
主
体
と
し

た
乗
組
員
宿
泊
の
た
め
ド
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
充
実

を
図
り
、よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
え
る
よ

う
船
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
内
装
に
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
60
年
７
月
に
初
め
て
の
工
場
見
学
を

実
施
し
て
以
来
、年
間
を
通
し
て
個
人
・
団
体

を
問
わ
ず
造
船
所
の
見
学
を
随
時
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。昔
と
比
べ
て
今

は
橋
が
架
か
り
、子
ど
も
達
が

海
や
船
に
親
し
む
機
会
が
減
っ

て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら
自
分
が

子
ど
も
達
を
船
に
乗
せ
て
あ
げ

よ
う
と
思
い
、最
初
は
島
内
の

幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
の
生
徒

を
地
場
産
業
や
歴
史
の
社
会
学

習
の
た
め
、進
水
式
や
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
に
招
待
し
て
い
ま
し

た
。新
聞
記
事
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
徐
々
に
島
外
か
ら
も
見

学
の
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
り
、平
成
16
年
８
月
に
旅
行
雑
誌
に
掲

載
さ
れ
た
影
響
も
あ
り
、一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
工
場
見
学
者
が

現
在
五
千
人
を
超
え
ま
し
た
。修
学
旅
行
生
の
工
場
見
学
を
受
け
入

れ
て
い
る
造
船
所
は
珍
し
く
全
国
各
地
か
ら
訪
れ
て
い
ま
す
が
、い

つ
で
も
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
ま
す
。今
で
は
工
場
見
学
の
先
駆
者

と
な
り
、「
全
国
工
場
見
学
ガ
イ
ド
」に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、多
く
の
漁
船
が
損
失
・
損
壊
し
ま
し
た
。

震
災
後
、自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

仙
台
を
訪
れ
、町
そ
の
も
の
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り

に
し
て
愕
然
と
し
ま
し
た
。同

じ
海
の
仕
事
に
関
わ
っ
て
い

る
者
と
し
て
、東
北
漁
業
再
生

の
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
何

度
も
現
地
を
訪
問
し
ま
し
た
。

復
興
支
援
の
新
造
船
の
話
を

進
め
る
一
方
、父
が
昔
使
っ
て

い
た
伝
馬
船
を
修
理
し
、仙
台

に
寄
贈
し
ま
し
た
。さ
ら
に
復

興
支
援
と
し
て
約
２
割
安
く

宮
城
県
内
か
ら
小
型
底
引
き
網
漁
船
11
隻
を
受
注
し
、１
年
以
上
か

け
て
建
造
し
て
き
ま
し
た
。漁
船
を
造
る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、地

元
漁
業
者
の
意
見
を
参
考
に
し
た
り
現
場
で
実
際
に
船
に
乗
せ
て
も

ら
い
そ
の
特
徴
を
学
び
ま
し
た
。昨
年
１
月
か
ら
２
ヵ
月
に
１
隻
の

ペ
ー
ス
で
建
造
し
、先
月
最
後
の
２
隻
の
進
水
式
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、福
島
県
漁
連
か
ら
の
受
注
も
残
っ
て
お
り
、今

後
も
復
興
支
援
の
た
め
、廉
価
な
漁
船
の
建
造
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

尾
道
を
舞
台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
て
っ
ぱ
ん
」の

ロ
ケ
地
と
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ッ
フ
が
し
ま
な
み
海
道
沿
線
に
あ
る

数
カ
所
の
造
船
所
を
視
察
し
た
上
で
、当
社
に
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。因
島
の
活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
引
き
受
け
、進
水
式
撮
影

用
に
社
名
を
塗
り
替
え
る
な
ど
全
面
的
に
協
力
し
ま
し
た
。出
演

者
、ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
数
多
く
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、素
晴
ら

し
い
ド
ラ
マ
の
撮
影
に
協
力
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
船
に
乗
っ
て
み
た
い
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一
緒

に
乗
っ
て
楽
し
ん
だ
り
、こ
の
船
を
バ
ッ
ク
に
写
真
を
撮
り
た
く
な
る

よ
う
な
夢
の
あ
る
船
を
世
の
中
に
送
り
出
せ
れ
ば
幸
せ
で
す
。子
ど
も

達
に
夢
を
与
え
た
い
、海
を
愛
す
る
人
間
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
、大
人

に
な
っ
て
振
り
返
っ
た
時
き
っ
と
い
い
思
い
出
に
な
る
事
を
願
い
、進

水
式
の
た
び
に
地
元
の
子
ど
も
達
を
招
待
し
て
き
ま
し
た
。子
ど
も
達

の
笑
い
声
や
目
の
輝
き
か
ら
い
つ
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、そ
の
中
か
ら

一
人
で
も
多
く
船
造
り
に
携
わ
る
人
が
出
て
く
れ
れ
ば
と
期
待
し
て
い

ま
す
。自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、お
客
様
と
の
ご
縁
、感

性
を
活
か
し
た
船
造
り
を
大
切
に
し
て
現
状
維
持
を

し
な
が
ら
、も
う
一
歩
飛
躍
し
た
い
で
す
。
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■
建
造
・
修
繕
実
績■

工
場
見
学
受
入
れ

■
東
日
本
復
興
支
援

■
今
後
の
抱
負

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
て
っ
ぱ
ん
」
撮
影
協
力

　特集－創業 90周年－
石田造船株式会社

代表取締役社長（三代目）石田　正憲
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眼
鏡
・
宝
石
・
時
計
の
販
売
と
修
理
、兼
業
店
と
い

う
こ
と
で
福
祉
器
具
・
補
聴
器
販
売
用
に
の
ぞ
み
を

設
立
し
ま
し
た
。専
門
的
な
高
度
管
理
医
療
器
具
の

販
売
が
で
き
る
資
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
販
売
も
可
能
で
す
が
、今
は
補
聴
器
を
主
に
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
お
客
様
の
利
便
性
を
良
く

す
る
た
め
に
バ
ス
券
や
し
尿
収
集
券
の
他
、花
も
販

売
し
て
い
ま
す
。

　

単
に
商
品
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
お
仕
事
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。補
聴
器
や
眼
鏡
は
商
品
で
す
が
、物
を

見
や
す
く
す
る
こ
と
や
聞
こ
え
や
す
く
す
る
と

い
っ
た
お
客
様
ひ
と
り
一
人
に
合
っ
た
機
能
を
提

供
し
て
い
ま
す
。当
店
で
補
聴
器
を
購
入
し
て
い
た

だ
い
た
お
客
様
に
は
毎
月
メ
ー
カ
ー
さ
ん
を
呼
ん

で
当
店
で
行
う
相
談
会
の
ご
案
内
を
出
し
て
い
ま

す
。相
談
会
の
日
に
は
店
内
が
満
席
に
な
る
程
た
く

さ
ん
の
お
客
様
が
来
店
さ
れ
、補
聴
器
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
や
、調
整
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。

　

当
店
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
の
比
率
が
高
い
の

で
す
が
、近
年
の
悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
の
増

加
に
よ
り
、犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
や
割
賦
販
売
法

が
改
正
さ
れ
、高
齢
の
方
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
使
い
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。宝
石
の
展
示
会
な
ど
、高
齢

の
お
客
様
が
多
い
の
で
や
は
り
売
り
上
げ
に
も
影

響
が
出
て
き
ま
す
。

　

因
島
で
高
等
学
校
ま
で
過
ご
し
、卒
業
後
は
同
業

の
お
店
で
修
行
す
る
こ
と
を
目
的
に
呉
市
に
あ
る

時
計
店
に
住
込
み
で
勉
強
し
な
が
ら
５
年
間
勤
務

し
ま
し
た
。高
校
以
上
の
知
識
や
教
育
は
自
分
自
身

で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
、３
年
ご
と
に
何
か
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。茶
道
、社
交
ダ

ン
ス
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、現
在
ま
で
で
15
種
目
ぐ
ら

い
を
経
験
し
ま
し
た
。地
域
が
よ
く
な
ら
な
い
と
お

店
も
よ
く
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
な
の
で
、地
域
の

い
ろ
ん
な
役
を
受
け
て
い
ま
す
。ま
ず
は
青
年
会
議

所
に
所
属
し
、卒
業
後
は
因
島
を
良
く
す
る
た
め
に

市
議
会
議
員
を
６
年
間
務
め
ま
し
た
。土
生
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
、広
島
・
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

会
議
幹
事
、今
年
の
７
月
か
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

島
で
安
心
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
６
年
前
に
猟

友
会
に
入
会
し
、今
は
猪
退
治
が
趣
味
み
た
い
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。畑
の
被
害
や
車
・
バ
イ
ク
の

事
故
も
あ
り
、高
齢
者
が
多
い
の
で
非
常
に
危
険
で

す
。健
康
管
理
も
兼
ね
て
早
朝
か
ら
山
へ
登
り
狩
猟

に
出
掛
け
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、最
高
１
１
０
キ

ロ
も
あ
る
自
分
の
体
格
以
上
の
猪
を
退
治
し
ま
し

た
。自
身
の
ブ
ロ
グ
〝
徒
然
な
る
ま
ま
に
２
〞
で
も

写
真
や
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

因
島
は
各
港
を
中
心
に
町
が
発
展
し
、各
町
の

文
化
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。各
町
の
公
民
館
は

行
事
等
で
住
民
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。楽
し
み
方
を
知
っ
て
い
れ
ば
島
暮
ら
し
は

退
屈
し
ま
せ
ん
。都
会
で
収
入
が
多
く
て
も
リ

ゾ
ー
ト
へ
遊
び
に
行
く
た
め
に
は
多
く
の
交
通
費

が
必
要
で
す
。因
島
自
体
を
リ
ゾ
ー
ト
と
考
え
る

と
、収
入
が
少
な
く
て
も
毎
日
リ
ゾ
ー
ト
に
住
ん

で
い
る
わ
け
だ
か
ら
島
内
で
遊
べ
ば
旅
費
は
か
か

り
ま
せ
ん
。因
島
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
も
所
属

し
、昔
は
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
に
も
参
加
し
て
い
ま
し

た
。し
ま
な
み
ビ
ー
チ
で
ヨ
ッ
ト
や
カ
ヌ
ー
等
の

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
気
軽
に
体
験
で
き
る
設
備
を

整
え
れ
ば
、住
民
も
楽
し
め
る
し
観
光
客
を
呼
ぶ

こ
と
も
で
き
ま
す
。せ
っ
か
く
瀬
戸
内
の
穏
や
か

な
海
に
面
し
た
島
な
の
だ
か
ら
、そ
の
特
性
を
観

光
に
も
活
か
す
べ
き
で
す
。

　

７
月
に
次
男
が
帰
省
し
て
今
は
ま
だ
見
習
い
中

で
す
が
、仕
事
が
任
せ
ら
れ
る
よ
う
一
人
前
に
な
っ

た
ら
趣
味
に
没
頭
し
た
い
で
す
ね
。夢
は
ヨ
ッ
ト
で

世
界
一
周
を
す
る
こ
と
！
本
来
な
ら
も
う
出
発
し

て
い
る
予
定
で
し
た
が
、も
う
少
し
先
に
な
り
そ
う

で
す
。そ
の
前
に
ク
ル
ー
ザ
ー
で
海
の
駅
を
利
用
し

な
が
ら
日
本
一
周
し
て
み
た
い
で
す
。

〜
因
島
で
安
心
安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
〜

仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

こ
の
お
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ご
自
身
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い

趣
味
な
ど
・・・

因
島
に
つ
い
て

今
後
の
抱
負
と
は
？

会員インタビュー47

■事業内容
眼鏡・宝石・時計・補聴器、販売・修理

尾道市因島土生町 1454　　☎0845-22-1101

精工堂

村上　光  さん（64歳）
む ら か み 　 ひ か る



広島支社　福山営業所　因島分室　〒722-2323　広島県尾道市因島土生町 1809-20　因島商工会議所　TEL 0845-22-9459



■雇用状況 ■因島　人口・世帯数

■因島金融データ

※詳しくは「尾道市ふる里就職促進協議会」へ 　☎  (0848)25-7182

平成25年11月12日現在「因島・瀬戸田地域」での就職を希望する人 

雇用状況Ⅱ（平成25年9月末現在） 人口(平成25年11月現在)　(　)内は前月比雇用状況Ⅰ（平成25年9月末現在）

融資斡旋状況（25年度累計／10月現在　単位：万円）

日本政策金融公庫
（マルケイ）
日本政策金融公庫
（その他）

合　　計

市内金融機関／預貸内訳・金額（単位：百万円）市内金融機関／預貸状況（単位：百万円）

●人口 25,070 (▲　22) 人

　　　男 12,274 (▲　　9) 人

　　　女 12,796 (▲　13) 人

●世帯 11,911 (▲　　2) 世帯

　 年齢 希望職種 希望月収 経験業務 免許・資格

 １ 23 機械分野全般 14万 新卒 普通自動二輪・普通自動車免許・パソコン検定3級

 ５ 23 特になし 14万～15万 放送・情報通信、TV・ネット営業・設定、パソコンの販売・接客 普通自動車第一種免許・ITパスポート試験・情報活用試験１級

 ６ 46 事務・受付・接客等 17万～ 国際協力・交流事業の企画運営、通訳・翻訳、管理事務 秘書技能検定準1級、実用英語検定準１級、普通自動車一種免許

 ７ 21 出版・小売（書店など） 特になし 新卒 普通自動車運転免許、学芸員資格取得予定

 ８ 45 営業職、他 25万 建築営業・HP管理・見学会他イベント企画、木造住宅設計他 普通運転免許一種・宅地建物取引主任者・二級建築士

 ９ 21 特になし 特になし 新卒 普通自動車第一種運転免許（AT限定）

 12 38 社会福祉の分野 20万 総務・人事関連、普及・営業、臨時教諭 小学校教諭１種免許状、ファイナンシャルプランナー

 15 21 事務職、接客 14万 新卒 ＩＴパスポート試験、漢字検定2級、普通自動車免許、秘書検定2級

 16 31 営業、企画・事務等 20万～25万 生命保険、損害保険営業他 TOEIC630点、2級ファイナンシャル・プランニング技能士他

登録No.

 項　　目 当月 前月差 前年同月差

新規求人倍率(倍) 1.57 0.27 0.33

有効求人倍率(倍) 0.89 0.06 0.10

就　職　率(％) 49.32 10.57 10.45

 項　　目 当月 前月差 前年同月差

摘 用 事 業 所 数 3,059 ▲0.5 ▲0.2

被 保 険 者 数 39,529 ▲0.0 ▲0.2

基本手当受給者数 760 ▲6.9 ▲15.4

 項　　目 申込件数 申込金額 実行件数 実行金額

　 28 28,950 28 28,950

　 0 0 0 0 

 28 28,950 28 28,950

■ふ る 里 就 職 登 録 者 一 覧

【会員の動き】

事業所数 10 月  １日 1,041 11 月 30 日 1,040 期間内移動 入会 2 脱会 3

 項 目 25年10月末 24年10月末 対前年比

預　金 119,124 115,067 103.5

貸出金 31,806 31,022 102.5

 項　目 25年10月末 24年10月末 対前年比
当座預金 5,759 5,152 111.8
普通預金 43,113 41,878 102.9
定期預金 65,144 61,965 105.1
その他預金 5,108 6,072 84.1
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(株)トロムソ　　～グラインドミル導入案件化調査でアフリカへ～

現地で調査をするトロムソメンバー
（左から上杉さん、巻幡さん、浅尾さん）

　(株)トロムソは2006年に創業してからこれまで、日本

国内の農業関連団体にグラインドミルを50台ほど納入

してきました。国内では販売市場が限られていますが、

海外に目を転じるとモミガライトの原料ができる米生

産量は日本の約60倍とニーズは巨大であり、現在グラ

インドミルを海外展開に向けて準備を進めています。

■ODAを活用した海外展開

　外務省は、政府開発援助ODAを活用した中小企業等
の海外展開支援のための委託事業について、平成25
年度の公募の結果49件の案件化調査を採択しました。
その内、もみ殻を原料とした固形燃料の製造装置の導
入に関する調査として当社が選ばれました。もみ殻燃
料製造装置をアフリカ農村部へ導入し、有効活用され
ていないもみ殻を使用して固形燃料を製造すること
で、バイオマス燃料の活用による生計向上と環境保全
への啓発を目指します。
■調査の目的

　調査対象国であるタンザニアでは、農地拡大や木
材・薪炭利用等により森林伐採が進んでいます。本調

査はタンザニアにおいて、森林の保全や未利用資源の
活用を促進するため、もみ殻を固形燃料に加工する事
業の可能性およびグラインドミルの現地OEM生産の可
能性を把握することを目的とします。機械の製造・使用
に関する法規、機械製造事業に取り組む意欲のある企
業、タンザニア国内で機械部品の調達可能性範囲、原
料となるもみ殻の発生量などの調査を行います。
■グラインドミル導入による想定効果

　タンザニアにおいては、薪に変わる燃料に未利用の
もみ殻を固形燃料に加工し、安価で提供できれば森林
減少の歯止めにもつながり、森林環境の維持や地域産
業の創出も期待できます。グラインドミルを現地生産・
販売する意思を持つ現地企業を事業パートナーとし、
将来的にはタンザニア国内で機器生産を行うことを想
定しています。グラインドミルの海外展開が成功すれ
ば、製品の材料・部品の
製造・組立や輸送等、日
本からの資機材調達に
よる経済効果が見込ま
れます。
■今後の展開

　今回のデモンストレーションの結果をベースに、民間
提案型普及・実証事業で現地での普及・実証事例をよ
り長期間に、複数地域転換することを検討します。ま
た、本事業を通じて海外展開を伸ばし、開発途上国の
経済発展や国内地域経済の活性化にも貢献していきた
いと考えております。
住所：尾道市因島重井町5265　TEL：0845-24-3344　

FAX：0845-24-3181　URL：http://www.tromso.co.jp/


